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jT@=a環境を考える ⑥【530(ごみゼロ)運動]

『地球環境工コ-ライフ/みんなで守ろう大洲の未来』をテーマに530(ごみゼ口)運動が実施されました。

この活動は、 「大別|の環境をよくする連絡協議会」が環境のことを考えようと5月初日に合わせて行っているも

ので、 7回目を迎えた今年は、市民約450人が参加。総合福祉センターを出発点に肱北・喜多地区の道路や河川

敷などのごみを拾って歩き、 2時間ほどで2トントラック 5杯分ものごみが集まりました。

特に目立ったのが空き缶やタバコの吸い殻。皆さん、環境のため、絶対にポイ捨てはやめましょう。

今月号のみどころ 今月の納税は 市民の動き

o夏の交通安全運動...・ H ・.....・ H ・..p2 ~ 3 平成11年5月31日現在

0福祉に関する手当制度・ H ・H ・.....・ H ・..p4 
固定資産税2期

人口 39，326人 (:t 0) 

o今年の夏季大学は笑福亭仁鶴先生…P5 男 18，767人 (+ 1) 
0大洲市役所・市立大洲病院 国民健康保険税1期
職員を募集します…....・ H ・..…..P 6 女 20，559人 (- 1) 

o市内一斉清掃は7月18日(日)………P7 世帯数 14，328世帯 (:t 0) 

o不法駐車はやめましょう/ …...・ H ・..p7 納期は 8月2日です 面 積 240.99平方キロメートル
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暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

と
の
季
節
に
は
、
県
内
外
か
ら
の
帰
省
客
や
行
楽
客
に
よ
り
交

通
量
が
増
加
し
、
「
過
労
運
転
」
「
暴
走
運
転
」
な
ど
に
よ
る
交
通

事
故
の
多
発
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
道
路
を
利
用
す
る
一
人
ひ
と
り

が
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ

う
。
な
お
、
今
年
の
夏
の
交
通
安
全
運
動
は
、
若
者
に
よ
る
無
謀

運
転
及
び
暴
走
族
の
追
放
と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
活
用
に
重
点
を
お
い
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

7月16日-...25日

安心夜の道
夏の交通安全運動

反射材

V
無
謀
・
暴
走
運
転
の
追
放

O
運
転
者
は

・
無
謀
な
飲
酒
運
転
、
危
険
な
暴
走
運
転
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
0

・
車
両
の
不
正
改
造
な
ど
は
、
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

O
家
庭
で
は

・
飲
酒
運
転
や
暴
走
運
転
の
危
険
性
・
迷
惑
性
に
つ
い
て
話
し
合
・

い
ま
し
ょ
う
。

・
子
ど
も
が
暴
走
族
に
入
ら
な
い
よ
う
、
不
正
改
造
・
夜
間
外
出

な
ど
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

O
地
域
・
職
場
で
は

・
暴
走
を
さ
せ
な
い
、
見
に
行
か
な
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
0

.
運
転
予
定
の
人
に
飲
酒
を
す
す
め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

V
シ
l
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
l
ト
の
活
用

O
運
転
者
は

・
シ
l
ト
ベ
ル
ト
の
効
果
・
必
要
性
を
自
ら
が
理
解
し
、
率
先
し

て
正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

-
助
手
席
や
後
部
同
乗
車
に
も
着
用
を
指
導
し
ま
し
ょ
う
。

O
家
庭
で
は

・
家
族
が
同
乗
す
る
際
も
、
必
ず
シ
l
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
さ
せ
ま

し
ょ
、っ
0

・
幼
児
が
乗
車
す
る
際
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
l
ト
を
利
用
し
ま
し
ょ

、っ
。

O
地
域
・
職
場
で
は

-
地
域
や
職
場
で
も
シ
l
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
l
ト
着
用

の
効
果
・
必
要
性
を
呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
。

若者のバイク事故を防ぐ魅方跡的だからヨー へ |

危険も大きいことを忘ねすに

2 

バイク乗車中の交通事故が圧倒的に多いのは10、20代の

若者。毎年700人近い若者が命を落としています。バイクは

とても魅力的な乗り物ですが、その分、操作を一歩間違える

と、大きな危険が待ち受けています。
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手ζもl:t~手有24)しドシl=þ
車を使う家庭では、 一緒に子どもを乗せる機会が多くな

り、同時に増えているのが幼い子どもの乗車中の死傷事故

です。危険を予測できない子どもの命は、大人が守 らなけれ

ばなりません。チャイルドシートの着用は大人の責任です。

6歳未満の幼児を

車に乗せるとき

し
か
し
、
こ
れ
で
万
が
一
の
と
き
、

本
当
に
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。

V
も
し
事
故
に
あ
っ
た

5
?

O
そ
の
ま
ま
座
っ
て
い
る
と

小
さ
な
子
ど
も
は
足
が
床
に
届
か

ず
、
自
分
の
足
で
踏
ん
張
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
小
さ
な
体
は
車
内
を

飛
ぴ
、

座
席
の
聞
を
す
り
抜
け
、
窓

に
激
突
、
車
外
に
放
出
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

O
だ
っ
こ
さ
れ
て
い
る
と

だ
っ
こ
し
て
い
る
大
人
が
シ
l
ト

ベ
ル
ト
を
し
て
い
な
け
れ
ば
、
子
ど

も
ご
と
前
へ
飛
び
出
し
、
最
悪
の
場

合
は
子
ど
も
を
エ
ア
バ
ッ
グ
代
わ
り

に
し
て
し
ま
い
ま
す
。
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
し
て
い
て
も
、
子
ど
も
だ
け
は

放
り
出
さ
れ
ま
す
。

。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い
る
と

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
大
人
の
体
格
に

合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。
安

全
確
実
な
効
果
が
得
ら
れ
な
い
ば
か

り
か
、
事
故
に
あ
っ
た
ら
、
ベ
ル
ト

が
首
や
顔
、
お
腹
に
か
か
っ
て
死
傷

さ
せ
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
命
を
守
る
の
は
親
の
役

目
。
子
ど
も
が
ど
ん
な
に
泣
い
て
も

だ
っ
こ
は
せ
ず
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
に
座
ら
せ
ま
し
ょ
う
。
こ
う
し
た

習
慣
の
積
み
重
ね
が
、
や
が
て
大
人

に
な
り
シ
l
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
意
識

に
結
び
付
く
は
ず
で
す
。
親
が
行
う

大
事
な
安
全
教
育
の
ひ
と
つ
で
す
。

乳児用ベッド
(ベビーシト)
体重10kg未満
年齢0"'12か月程度
・チヤイjレドシートゆ赤ちゃ
んのときから0
.嫌がっても着けさせて習
慣にしましょう。

〈チヤイルドシート・利用のポイント〉
.チャイルドシートは後部座席に
くやむを得ず助手席に取りつける場合〉 工ア
JCック、装着の助手席に取り付けるときは、シー
トを一番後ろに下げ、必す前向きに取り付ける。

学童用シート
(ジュニアシート)
体重15"'32kg程度
年齢4"'10歳程度

.体格に合ったチヤイ)(，ドシート

を選13¥

幼児用シート(チヤイjレドシ ト)
体重7"'18kg程度
年齢6カ月"'4歳程度

.しっかり固定する…
取扱説明書をよく読み、
しっかり取り付ける。
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お
川
淵
ぬ
也
匂
哉
の
ヨ

福
祉
に
関
す
る
手
当
制
度

固
で
は
、
福
祉
事
業
の
一
環
と
し
て
、
在
宅
福
祉
と
母
子
福
祉

の
推
進
を
目
的
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
怠
手
当
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
福
祉
事
務
所
ガ
窓
口
と
怠
っ
て
い
る
制
度
に
は
、
次

の
よ
う
怠
も
の
ガ
あ
り
ま
す
。
説
明
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
「
現
在

の
状
況
が
い
す
れ
か
の
制
度
に
該
当
す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
恩

わ
れ
る
人
は
、
大
洲
市
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
課
・
高
齢
福
祉
課

ヘ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

川
受
給
資
格

在
宅
で
二
疋
以
上
の
障
害
を
有
し
、

日
常
生
活
に
置
い
て
、
い
つ
も
介
護

を
必
要
と
し
て
い
る
二
十
歳
未
満
の

児
童た
だ
し
、
施
設
な
ど
に
入
所
し
て

い
る
人
は
除
き
ま
す
。

同
手
当
額
(
月
額
)

一
万
四
六
一

O
円

特
別
障
害
者
手
当

川
受
給
資
格

在
宅
で
二
疋
以
上
の
障
害
を
有
し
、

日
常
生
活
に
お
い
て
、
い
つ
も
特
別

な
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
二
十
歳

以
上
の
人
。

た
だ
し
、
施
設
な
ど
に
入
所
し
て

い
る
人
、
医
療
機
関
に
三
カ
月
を
超

え
て
入
院
し
て
い
る
人
は
除
き
ま
す
。

ω手
当
額
(
月
額
)

二
万
六
八
六
O
円

特
別
児
童
扶
養
手
当

川
受
給
資
格

①
受
給
者
要
件

ア
障
害
児
を
父
ま
た
は
母
が
監
護

す
る
場
合

イ
父
母
が
な
い
か
、
父
母
の
い
ず

れ
も
が
障
害
児
を
監
護
し
な
い

た
め
、
父
母
以
外
の
人
が
障
害

児
を
養
育
す
る
場
合

②
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

一
定
以
上
の
障
害
を
有
し
、
日
常

生
活
に
お
い
て
、
い
つ
も
介
護
を
必

要
と
し
て
い
る
二
十
歳
未
満
の
児
童

た
だ
し
、
施
設
な
ど
に
入
所
し
て

い
る
児
童
は
除
か
れ
ま
す
。

ω手
当
額
(
月
額
)

対
象
児
童
一
人
に
つ
い
て

一
級
:
:
:
五
万

一
五
五
O
円

二
級
:
:
:
三
万
四
三
三

O
円

在
宅
老
人
介
護
手
当

川
受
給
資
格

居
宅
で
寝
た
き
り
の
状
態
ま
た
は

重
度
の
痴
ほ
う
が
、
六
カ
月
以
上
継

続
し
て
い
る
六
十
五
歳
以
上
の
者
と

同
居
し
、
日
常
生
活
の
介
護
を
し
て

い
る
人
ω手
当
額
(
月
額
)

七
五

O
O円

ω現
況
届

手
当
受
給
者
は
、
毎
年
三
月
に
現

況
屈
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

同
申
請
手
続

世
帯
全
員
の
住
民
票
を
添
え
て
所

定
の
申
請
用
紙
に
よ
り
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※
該
当
す
る
人
は
、
民
生
児
童
委
員

ま
た
は
高
齢
福
祉
課
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

川
受
給
資
格

①
受
給
者
要
件

父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い

児
童
を
監
護
し
て
い
る
母
、
ま
た
は

母
に
か
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
人
に

対
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
老
齢
福
祉
年
金
以
外
の

国
民
年
金
、
恩
給
、
厚
生
年
金
な
ど

の
公
的
年
金
受
給
者
は
、
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

②
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

十
八
歳
未
満
の
児
童
(
年
度
内
は

有
効
)
ま
た
は
二
十
歳
未
満
で
二
疋

以
上
の
障
害
を
有
す
る
児
童
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

ア
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

イ
父
母
が
死
亡
し
た
児
童

ウ
父
が
障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童

エ
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児

童
オ
父
が
引
き
続
き
一
年
以
上
遺
棄

し
て
い
る
児
童

カ
父
が
引
き
続
き
一
年
以
上
拘
禁

さ
れ
て
い
る
児
童

キ
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎

し
た
児
童

ク
キ
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
明
ら

か
で
な
い
児
童

ω請
求
時
効

手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
に

至
っ
た
日
か
ら
、
起
算
し
て
五
年
を

4 

経
過
す
る
と
請
求
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
川山
手
当
額
(
月
額
)

児
童
一
人
の
場
合
四
万
二
三
七

O

円
、
児
童
二
人
の
場
合
四
万
七
三
七

O
円
、
以
下

一
人
増
す
ご
と
に
三

0

0
0円
ず
つ
加
算。

こ
こ
に
提
示
し
た
手
当
額
は
、

平
成
十
一
年
四
月
一
日
現
在
の

も
の
で
す
。
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先生今年の夏季大学は笑福

今
年
の
夏
季
大
学
は
、
笑
福
亭
仁

鶴
氏
を
迎
え
て
の
講
演
会
で
す
。
厳

し
い
芸
能
界
で
の
経
験
か
ら
つ
か
ん

だ
生
き
て
い
く
知
恵
・
教
訓
な
ど
を

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
語
っ
て
く
だ

さ
い
ま
す
。
暑
い
夏
の
夜
、
思
い
き

り
笑
っ
て
過
ご
し
て
み
て
は
・
:

8月12日開催

乞
う
ご
期
待
/

{
日
時
】
八
月
十
二
日
同

開
場
午
後
六
時
三
十
分

間
演
午
後
七
時

{
会
場
】
大
洲
市
民
会
館
大
ホ

1
ル

聴

講

料

千

円

※
聴
講
券
は
七
月
一
日
(
木
)
か
ら

市
教
育
委
員
会
、
各
公
民
館
で
販

売
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
社

会
教
育
体
育
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

宮

@
2
1
1
1
(内
線

5
5
4
)

甚

大
洲
市
カ
ヌ

l
ツ
ー
リ
ン
グ
駅
伝

大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

大
洲
市
大
洲
六
九

O
1
一

宮

(
ω
2
1
1
1
(内
線

5
5
3
)

カ
ヌ
ー
を
通
し
乞

肱
川
の
4
9
W
ら
し
さ
を
体
輪

'usう
r・

清
流
肱
川
を
会
場
に
、
第
十
回
大
洲
市
カ
ヌ
ー
ツ
ー
リ
ン
グ

駅
伝
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
自
然
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
、
川

の
楽
し
さ
を
味
わ
え
る
大
会
で
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
一
チ

l
ム
に
つ
き
〉

監
督

1

一
名

選
手
|
五
名

補
欠

l

二
名
ま
で

※
選
手
兼
監
督
可

【
ク
ラ
ス
}

初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
、
A
・B
-

C
の
ク
ラ
ス
分
け
を
行
い
ま
す
。

{
参
加
料
}
無
料

{
申
込
受
付
期
間
】

平
成
十
一
年
八
月
五
日
同
ま
で

{
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
}

大
洲
市
教
育
委
員
会
内

《
募
集
要
項
》

【
開
催
日
時
}

平
成
十
一
年
八
月
二
十
二
日
田

午
前
九
時
か
ら

【コ
l
ス
}

大
成
橋
j
城
山
下

十
五
・
三
回
(
五
区
間
)

{
参
加
資
格
}

中
学
生
以
上
で
あ
っ
て
、
心
身
と

も
に
健
康
で
あ
る
も
の
。

【
定
員
】
・
五
十
チ
l
ム
程
度

運動公園フ二ールオープン

7月1日"'8月31日

運動公園水泳ブールは、今年も 7月 1日

休)に開園します。

50mブールをはじめ、水しぶきを上げて
滑り下りるスライターブ ル、川のように

流れる流水ブール、小さいお子さんには幼

児ブールと魅力いっぱいです。夏のひとと

きを子どもから大人まで楽しく、涼しく過

ごすことができます。

ぜひご利用ください。

[開園時間17月1日"-'8月31日
9時30分から17時まで

【連絡先]運動公園水泳ブールft@4704

※7月1日は正午より無料開放いたします。

※8月31日も午後5時まで開園いたします。

5 
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J 
所

大→州一病一院

役市洲

宣s

大

市「
職員を募集します

大
洲
市
で
は
、
平
成
十
一
年
度
の

職
員
募
集
を
次
の
よ
う
に
実
施
し
ま

す
。

大

洲

市

役

所

採
用
予
定
職
種
、
人
員
友
び
学
歴
な

ど
A
事
務
職
員

〈大
学
卒
〉

六
人

程
度

B
事
務
職
員

〈短
大
・
高
校
卒
〉

二
人
程
度

C
技
術
職
員
〈
大
学
卒
(
建
築
学

科

専

攻

)

〉

一

人

口

保

育

士

三

人

程

度

E
幼

稚

園

教

諭

一

人

F
司

書

一

人

G
栄

養

士

一

人

応
募
資
格

①
日
本
の
国
籍
を
有
す
る
人

②
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
(
禁

治
産
者
な
ど
)
に
該
当
し
な
い

人
③
採
用
後
は
、
大
洲
市
内
に
居
住

可
能
な
人

④
A
は
、
昭
和
四
十
九
年
四
月
二

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
学

校
を
平
成
十
二
年
三
月
末
ま
で

に
卒
業
(
見
込
み
)
の
人

⑤
B
は
、
昭
和
五
十
二
年
四
月
二

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
学

校
を
平
成
十
二
年
三
月
末
ま
で

に
卒
業
(
見
込
み
)
の
人

⑤
C
は
、
昭
和
四
十
五
年
四
月
二

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
学

校
を
平
成
十
二
年
三
月
末
ま
で

に
卒
業
(
見
込
み
)
の
人

⑦
D
は
、
昭
和
五
十
二
ヰ
四
月
二

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
保

育
士
の
資
格
を
有
す
る
人
又
は

平
成
十
二
年
三
月
末
ま
で
に
資

格
取
得
見
込
み
の
人

③
E
・
F
・
G
は
、
昭
和
四
十
九

年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
格
・
免

許
を
有
す
る
人
又
は
平
成
十
二

年
三
月
末
ま
で
に
資
格
・
免
許

取
得
見
込
み
の
人

受
付
期
間

六
月
二
十

一
日
i
七
月
十
二
日
。

た
だ
し
、

B
・
G
は
、
六
月
二
十

一
日
i
八
月
二
十
日

そ
の
他受
験
資
格
、
試
験
日
な
ど
詳
し

く
は
、
地
区
回
覧
の
「
大
洲
市
職

員
採
用
試
験
案
内
」
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
市
長
公
室
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

@
2
1
1
1
(
内
線
3
1
2
i

3
1
4
)
 

市
立
大
洲
病
院

採
用
予
定
職
種
友
び
人
員

H
臨

床

工

学

技

士

一

人

l
助

産

婦

一

人

J
看
護
婦
(
士
)
若
干
名

応
募
資
格

①
日
本
の
国
籍
を
有
す
る
人

②
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
(
禁

治
産
者
な
ど
)
に
該
当
し
な
い

人
③
採
用
後
は
、
大
洲
市
内
又
は
市

立
大
洲
病
院
に
通
勤
で
き
る
地

域
に
居
住
可
能
な
人

④
H
・
J
は
、
昭
和
四
十
五
年
四

月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
免
許
を
有
す
る
人

又
は
平
成
十
二
年
前
期
に
免
許

取
得
見
込
み
の
人

⑤
l
は
、
昭
和
三
十
九
年
四
月
二

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
免

許
を
有
す
る
人
又
は
平
成
十
二

年
前
期
に
免
許
取
得
見
込
み
の

人

受
付
期
間

六
月
二
十
一
日
j
七
月
十
二
日

そ
の
他受
験
資
格
、
試
験
日
な
ど
詳
し

く
は
、
地
区
回
覧
の
「
大
洲
市
職

員
(
医
療
技
術
職
員
・
助
産
婦

・

看
護
婦
(
士
)
)
採
用
試
験
案
内
」

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
市
立
大
洲

病
院
事
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

宮
@
2
1
5
1

品
Y
A側一

介
護
保
険

号
シ
リ
ー
ズ

自

介
護
保
険
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
利

申
用
す
る
た
め
に
は
、
介
護
の
必
要
性

串
を
認
定
す
る
た
め
に
、
定
め
ら
れ
た

時
申
請
書
を
市
役
所
に
提
出
し
て
い
た

時
だ
く
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
な
お
、

時
こ
の
申
請
は
指
定
を
受
け
た
事
業
者

時
に
依
頼
し
て
代
行
し
て
も
ら
う
こ
と

語
も
で
き
ま
す
。
代
行
で
き
る
事
業
者

語
は
、
後
日
、
決
定
い
た
し
ま
し
た
ら

語
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

盟
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
と
認
定
作

官
業
に
移
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

ま
ず、

民
市
役
所
の
保
健
婦
な
ど
が
本
人
の
日

告
常
生
活
の
動
作
あ
る
い
は
精
神
状
態

串
等
に
つ
い
て
調
査
に
伺
い
ま
す
。
こ

告
の
調
査
結
果
は
、
客
観
的
で
公
平
な

申
判
定
を
行
な
う
た
め
に
、
コ
ン
ピ
ュ

l

E

タ
ー
に
よ
っ
て
国
の
調
査
研
究
の
結

串
果
と
照
ら
し
て
合
わ
せ
て
第
一
次
判

措
定
を
行
い
ま
す
。
こ
の
調
査
と
は
別

措
に
、
本
人
の
か
か
り
つ
け
医
に
意
見

詰
書
を
作
成
し
て
も
ら
い
ま
す
。
も
し
、

語
か
か
り
つ
け
医
が
な
い
場
合
は
、
市

語
役
所
が
指
定
し
た
病
院
な
ど
で
検
査

開
を
受
け
て
い
た
だ
き
、
意
見
書
を
作

詩
成
し
て
も
ら
い
ま
す
。
次
に
、
第
一

時
次
判
定
と
意
見
書
を
も
と
に
、
保
健
-

E

医
療
・
福
祉
の
専
門
家
で
構
成
さ
れ

告
る
介
護
認
定
審
査
会
で
最
終
判
定
と

告
な
る
第
二
次
判
定
を
行
い
ま
す
。
な

告
お
、
認
定
申
請
が
あ
っ
て
か
ら
原
則

自
と
し
て
三
十
日
以
内
に
第
二
次
判
定

申
の
結
果
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

事
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

軍

こ
の
第
二
次
判
定
の
結
果
と
し
て

NO.3 

6 

j
i
i
J
 

利
用
す
る
た
め
に
は

ω

一

出
さ
れ
た
介
護
の
必
要
性
の
こ
と
を

笥

「
要
介
護
度
」
と
い
い
ま
す
が
、
こ

寄

れ
は
次
の
七
つ
の
区
分
に
な
っ
て
い

申

ま
す
。

事

・
自
立
:
:
・:
:
身
体
、
精
神
と
も

時

に
問
題
が
な
く
、
サ
ー
ビ
ス

串

を
必
要
と
し
な
い
人

時

・
要
支
援
:
:
:
日
常
生
活
は
比
較

時

的
自
立
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、

自

な
ん
ら
か
の
問
題
が
あ
り
予

詔

防
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

時

た
ほ
う
が
よ
い
人

員

・
要
介
護
1
d

時

・
要
介
護
2
一

自

・
要
介
護
3
}
介
護
が
必
要
な
人

自

・
要
介
護
4
一

軍

・
要
介
護
5
」

司

「
要
介
護
1
」
か
ら
「
要
介
護
5
」
唱

に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
量

串

に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
か
ら
、
具
体
由

的
な
身
体
状
況
を
ひ
と
言
で
示
す
こ
需

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
数
字
が
大
き
串

く
な
る
ほ
ど
介
護
の
必
要
性
が
増
し

詰

ま
す
。

時

要
支
援
と
要
介
護
ー
か
ら

5
ま
で

語

の
方
が
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
人

目

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
に
よ
り
利

時

用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
上
限
が
決
め

耳

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
範
囲
内
で
利
用

車

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
す
る
こ
と
が
阜

で
き
ま
す
。

軍

次
回
は
、
介
護
保
険
で
利
用
で
き

寄

る
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に
つ
い
て
お
知

唱

ら
せ
し
ま
す
。

帯

。
申
0
0
0
0
0
&
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薗闘
--

車輔などの不法駐車、

不法投棄はやめましょう/

‘‘. 
'し原真お-・・・・・回・・

7月18日(日)肱川|緑地公園等の公園及び河川敷などについて

は、市民の憩いの場、安らぎの場として市民の皆

今
年
も
七
月
第
三
日
曜
日
に

「郷
土
美
化
運

動
」
と
し
て
、
市
内
一
斉
清
掃
を
実
施
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

{日
時
】
七
月
十
八
日
間

午
前
七
時
か
ら

【場
所
】
市
内
の
河
川
、
道
路
、
公

園
な
ど

【
作
業
内
容
}
草
刈
り
、
ご
み
の
収

集
・
除
去
、
下
水
溝
の
清

掃
な
ど

※
詳
し
く
は
、
保
険
環
境
課
環
境
保

全
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
こ
の
清
掃
作
業
以
外

で
も
地
域
活
動
と
し
て
作
業
計
画

が
あ
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
保

険
環
境
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

宮

@
2
1
1
1
(
内
線
1
6
2
)

さんに広く利用していただくために整備している

ものです。

しかし、最近、特に肱川緑地公園では、通勤の

ためと思われる車輔の不法駐車とナンバーブレ

卜のない車車両 (不法投棄)によって、公園利用者

7月は河川愛護月間

が非常に迷惑しています。

当緑地公園の駐車場は、真の公園利用者のため

に建設省から許可を得て設置したものですo 必す、

マナーを守って利用してください。

まTこ、緑地公園以外の公園、河川の堤防(管理

用道路)、河川敷などにも多くの不法駐車、不法投

棄が見受けられます。これらの公共用地等は、災

害時に皆さんの避難場所、非常用道路などに利用

されますので、常時駐車はしないでください。

マナーを守って/

都市整備課

公園の利用は、

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

今
日
は
何
の
日

しよう
わ

ねん

昭
和
畑
詳
(一き
北一
L
味
津
)
町
山
花
明

屯
唱
は
い
冷
川
L

ド
亘
該

地
方
の
水
平
社

支
部
の
強
冶
式
加
所
ゎ
抑
止
官
で
す
。

出
ぃ
当
時
の
新
聞
(
海
南
新
聞
)

を
調
同
て
み
去
オ
と
、
こ
の
日
の
こ

z
u

z

r

 

と
が
小
さ
な
見
出
し
と
と
も
に
、
わ

す
っ
き
ょ
う
き
じ
し
め
ん
か
た

ず
か
数
行
の
記
事
と
し
て
紙
面
の
片

す
み
に
の
付
ら
れ
討
い
ほ
し
た
。

「
事
務
/
郡
吠
洲
太
陽
館
に
山
川
和
町

出
羽
件
後
出
精
よ
り
水
平
洗
話
動
大

演
説
会
を
開
催
し
た
が
、
弁
士
は
六

時化
し
ち
ょ
う
し
?
っ
ゃ
く
ひ
や
く
に
ん
ひ
じ
よ
う
せ
い

絡
で
榔
衆
は
約
五
百
人
、
非
清
流
撞

会
を
極
め
て
午
後
十

一
持
ど
ろ
終
了

礼
坑
」
と
あ
り
ま
す
。
全
国
水
平
社

創
立
か
ら
七
年
後
の
こ
と
で
す
。

せカいだいきょうこう

昭
和
四
年
と
川
え
ば
世
界
大
恐
慌

u
じ
こ
く
な
し
ろ
う
と
う
そ
う
ぎ

ボ
治
ま
り
、
植
物
で
は
ゆ
甥
嶋
崎
げ
議
怜

小
作
沖
議
が
加
次
ぐ
枇
治
不
安
の
中

で
、
軍
部
抑
決
議
院
合
滋
し
片
山誌
た

に
%
で
、
思
想
的
活
働
濠
が
警
察
に

検
束
さ
れ
る
よ
う
な
時
代
で
し
た
。

汚
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
当
日
会
場

夜

τ

す

う

お

よ

ぷ
深
ま

っ
戸
仰
は
数
百
人
に
J

内
涜
び
、

緊
迫
し
た
空
気
の
中
で
会
川
内
地
内
崎

M

M
U
T
し
た
。
仏A
咽
比
浮
世
情
帆
一
哨
委
員

長
か
ら
の
「
犠
姓
渚
んの
一慨
を
越
え
て

進
め
」
と
い
ろ
祝
電
が
読
み
上
げ
ら

と
き
ほ
ん
ら
し
は
く
し
ゅ

れ
た
時
は
、
万
宿
の
拍
手
が
鳴
り
や

ま
な
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
但
は
「
ぺ
わ
れ
ら
は
全
国
水
平
社

きょう
τ
う

こうとう

と
共
通
の
府
勢
を
な
す
」
な
ど
の
い

く
つ
か
の
決
議
が
さ
れ
ま
し
た
。
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人
権
と
同
和
教
育

さ
い
げ
つ
な
が
こ
と
し

あ
の
日
か
ら
声
明
は
流
れ
、
ム
「
伴

は
ち
ょ
わ
ど
叱
十
周
年
と
い
か
担
念

す
べ
き
年
に
当
た
巧
ま
オ
ゾ
現
在
の

とう
t
dt
A
丈

iv

AM
i
v
H，

τ

も

よ
う
に
、
同
和
問
題
が
解
決
に
向
け

せ

人

し

ん

お

も

代
伏
き
れ
前
進
し
た
こ
と
を
思
う
と
、

隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
が
、
あ
の
日

あ

つ

お

も

い

ま

か

い

初
熱
い
思
い
は
今
も
変
わ
ら
ず
生
き

続
け
て
い
る
の
で
す
。

そ
う
い
う
思
い
で
、
今

一
度
「
水

せ
ん
げ
ん
よ
カ
え

平
社
宣
言
」
を
読
み
返
し
て
み
ま
す

こ
ん
〈
ふ
カ

L
V

み

こ

と、

一
言
一

句
に
深
い
意
味
が
込
め

あ
ら
た
き

ら
れ
て
い
る
こ
と

μ改
め
て
気
づ
か

S

A

p

d

よ
こころ

さ
れ
ま
す
。
宣
言
文
の
中
で
強
く
、
い

ぷ

ぷ

ん

つ

ぎ

を
ひ
か
れ
る
部
分
の
一
つ
に
次
の
よ

う
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

さ
lv

「
こ
の
際
、
わ
れ
ら
の
う
ち
よ
り

に
ん
げ
ん
そ
ん
け
い

1
1
聞
を
尊
敬
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

みす
B

カ

A
M
L
V

ほう

L
Pつ
だ
ん

自
ら
解
放
せ
ん
と
す
る
も
の
の
集
団

お

ひ

つ

ぜ

ん

運
動
を
起
こ
せ
る
は
、
む
し
ろ
必
然

で
あ
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

「
入
閣
は
尊
敬
す
べ
き
で
あ
る
」

車
丈
P
V
)

し

そ

う

と
い
う
新
し
い
思
想
段
、
っ
ち
だ
し
た

の
怯
水
平
社
宣
言
が
初
め
て
の
こ
と

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
じ
ん
け
ん
も
ん
だ
い

炉
、
私
た
ち
は
人
権
・
同
和
澗
潜

を
湾
与
え
る
と
き
、
っ
拘
に
こ
の
原
点

に
立
ち
返
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
七
十
年
前
の
あ
の
日
の
で

え
」
ご
と
と
シ
γ
も
に
・
・
・

。

7 
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第 国守

大
洲
市
は
、
市
制
施
行
五
十
周
年
を
迎
え
る
平
成
+
六
年

(
二
O
O
四
)
を
目
指
し
て
、
大
洲
城
本
丸
跡
に
、
天
守
閣
と
、

現
存
す
る
台
所
・
高
欄
両
櫓
を
結
ぶ
多
聞
櫓
を
復
元
す
る
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
大
洲
城
に
関
す
る
写
真
や
資
料
な
ど

を
お
持
ち
の
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー

に
対
し
て
の
ご
意
見
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
商
工
観
光
課
ま
ち

づ
く
り
対
策
係
包

@
2
1
1
1
(
内
線
2
2
2
)

35 

故
宮
上
茂
隆
氏
の
意
志
を
継
い
で

こ
れ
ま
で
大
洲
市
で
は
史
実
に
基

づ
い
た
天
守
閣
を
復
元
す
る
た
め
に
、

建
築
史
家
の
宮
上
茂
隆
氏
を
中
心
に
、

大
洲
城
に
つ
い
て
の
資
料
な
ど
を
調

査
し
、
基
本
設
計
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
宮
上
氏
が
昨
年

の
十
一
月
に
突
然
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
後
任
と
し
て
、
宮
上
氏

と
は
学
生
時
代
か
ら
の
友
人
で
、
ま

た
城
郭
建
築
の
権
威
で
あ
る
八
木
清

勝
氏
に
今
後
の
大
洲
城
天
守
閣
復
元

に
か
か
る
監
修
・
指
導
に
あ
た
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
八
木
氏
に
大
洲
城

復
元
に
つ
い
て
の
想
い
、
抱
負
な
ど

を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

A 八木清勝氏

V

八
木
先
生
は
こ
れ
ま
で
、
白
石

城
を
は
じ
め
金
沢
城
、
山
形
城
、
近

隣
で
は
松
山
城
な
ど
数
多
く
の
城
郭

の
設
計
等
を
手
掛
け
て
こ
ら
れ
ま
し

た
が
、
大
洲
城
が
こ
れ
だ
け
は
日
本

一
で
あ
る
と
い
う
も
の
が
あ
れ
ば
、

教
え
て
く
だ
さ
い
。

八
木
戦
後
復
元
さ
れ
た
木
造
城
郭

建
造
物
で
は
白
石
城
天
守
閣
が
高
さ

十
六
・

七

m
で
日
本

一
で
す
が
、
大

洲
城
天
守
閣
は
計
画
高
さ
十
九
・

O

三

m
で
こ
れ
を
超
え、

ま
た
、
木
造

四
層
の
天
守
閣
は
戦
後
初
め
て
で
す
o

v
大
洲
に
訪
れ
た
司
馬
遼
太
郎
氏

が
肱
川
橋
を
通
る
際
に

「私
が
昭
和

三
十
年
代
の
お
わ
り
ご
ろ
、
は
じ
め

て
大
洲
旧
城
を
通
過
し
た
と
き
、
水

と
山
と
城
が
造
り
あ
げ
た
景
観
の
美

し
さ
に
息
を
わ
す
れ
る
思
い
が
し
た
。」

と
そ
の
著
作
『
街
道
を
ゆ
く
」
の
な

か
で
大
洲
城
跡
の
風
景
を
表
現
し
ま

し
た
が
、
全
国
の
城
跡
の
景
観
と
比

較
し
て
、
ど
の
よ
う
な
感
想
を
持
た

れ
ま
し
た
か
。

八
木
大
洲
に
は
、
日
本
の
自
然
が

持
っ
て
い
た
優
れ
た
風
景
が
良
く
残
っ

て
お
り
、
特
に
流
れ
と
緑
な
す
小
山

(
城
山
)
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
で
す
ね
。

こ
れ
に
天
守
閣
が
加
わ
れ
ば
忘
れ
ら

れ
な
い
風
景
と
な
る
で
し
ょ
う
。完
成

後
は
是
非
と
も
肱
川
に
浮
か
ん
だ
船

中
か
ら
眺
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
o

v
設
計
に
関
す
る
こ
と
で
す
が
、

大
洲
城
に
は
天
守
雛
形
を
は
じ
め
多

く
の
資
料
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
実

際
に
設
計
に
生
か
す
の
で
あ
れ
ば
、

ど
う
い
っ
た
資
料
が
重
要
と
な

っ
て

く
る
の
で
し
ょ
う
か
。

八
木

古
写
真
は
立
面
に
関
す
る
資

料
、
発
掘
調
査
結
果
及
び
文
献
・
図

面
は
平
面
を
知
る
資
料
、
雛
形
は
構

造
形
式
を
知
る
た
め
の
資
料
と
し
て

そ
れ
ぞ
れ
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
だ
け
揃
っ
て
い
る
の
は

全
国
で
も
珍
し
く
、
資
料
と
し
て
は

良
好
な
部
類
に
入
り
ま
す
。

V

戦
後
全
国
的
に
、
城
郭
を
始
め

そ
の
ほ
か
の
文
化
財
(
建
造
物
)
の

復
元
事
業
が
各
地
で
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
そ
の
中
で
城
郭
(
天
守
・

櫓
)
の
復
元
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

限
れ
ば
、
そ
れ
は
将
来
ど
の
よ
う
な

意
味
を
持
っ
て
く
る
の
か
教
え
て
く

だ
さ
い
。

八
木
ま
ず
復
元
と
は
い
え
、
平
成

の
技
術
で
造
る
こ
と
に
な
る
の
で
平

成
の
技
術
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
大
洲
市
民
に
大

洲
市
の
成
り
立
ち
ゃ
歴
史
的
な
も
の

へ
の
関
心
を
も
た
ら
し
、

市
民
と
し

て
の
プ
ラ
イ
ド
を
感
じ
て
も
ら
う

一

助
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
市
民
の

資
産
と
し
て
年
々
そ
の
価
値
は
増
し
、

子
々
孫
々
、
精
神
面
・
経
済
面
・
地

域
交
流
の
面
で
大
い
な
る
遺
産
を
享

受
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

V

最
後
に
、
大
洲
城
天
守
閣
復
元

に
対
す
る
意
気
込
み
の
ほ
ど
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

八
木
世
界
に
誇
れ
る
木
造
建
築
の

文
化
を
世
界
中
の
人
に
知
っ
て
も
ら

お
う
と
い
う
宮
上
茂
隆
先
生
の
意
志

を
引
継
ぎ
、
出
来
る
限
り
良
好
な
天

守
閣
を
造
り
上
げ
る
よ
う
、
皆
様
と

8 

現地の視察

(中央 :八木氏)

大洲城跡発掘調査

い
っ
し
ょ
に
努
力
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

V

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
大
洲
城
天
守
閣
復
元
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

八
木
清
勝
氏
昭
和
十
七
年
、
大

阪
府
生
ま
れ
。
東
京
工
業
大
学
建
築

学
科
卒
業
。
建
築
史
専
攻
。
現
在
、

有
限
会
社
建
築
文
化
研
究
所
取
締
役
。

山
形
城
二
ノ
丸
東
大
手
門
、
白
石
城

天
守
閣

・
本
丸
大
手
門
な
ど
城
郭
の

設
計
に
携
わ
る
。
主
な
著
書
・
共
著

に

「よ
み
が
え
る
白
石
城
』

・
「
復

元
大
系
日
本
の
城
」
な
ど
。



観光うかいはじまる

士 ~_...' ~... "，: ごて丈':.<~~.:;'.二で‘ ，-・hμーー 4 

水郷大洲のう力、いか.始まりました。女性ウ匠佐々木コズ工さんがデ
ビューし、みこιとなっ綱さはきを鍍露しました。ご主人の長治さんも
ウ匠。今年のう力、いは圏内初の夫婦ウ匠の活躍に期待ガ力、力、ります。

。〉

7月号広報ああず '99

守⑤ ワゴン車ガきたよ

あいわ福祉作業所で、赤い羽根共同募金の配分などを利用して導
入したワコン車の進発式ガ行われました。通所者たちは新しい車を前
に、これからは作業昂の運搬や移動ガ楽になると大喜ひでした。

ささe情報公開制度化に向けて

第 1回大洲市情報公開懇談会ガ開催されました。この懇談会は、
情報公開制度化に向けて広く市民の意見を聴くために設けられたも
ので、市でl去、懇談会てゆ意見を参考に、平成12年度の制度導入を
目指します。

S
5
3
5
5
3
5
5
3
5
3
3
3
4
3
0
3
3
3
3
3手
5
3
3
3
j
;
3

花いっぱい手際よく、ざさあ

大洲市都市公園等施設管理挺進協議会のメンバーら約60人ガ、緑
地公園と肱南船着き場の花壇にサルビアなど1800本を植えました。
1時間ほどの作業で、花塩は見る聞にかわいらしい花でうまりました。

@ 空からの人命救助に備えて
・時紛~

'1 

県消防防災航空隊の協力を得て、大洲消防署員10名が、山岳遭
難事故を想定した救助訓練を実施。ヘリコプター力、らの降下や吊り
上げなど、本番さ怠がらの訓練か・繰り返し行われていました。
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簡
易
保
険

の
融
資
で
事
業
を
行
い
ま
し
た

国
民
年
金

大
洲
市
で
は
、
「
き
ら
め
き
大
洲
幻
|
肱
川
に
映
え
る
地
域
中
核
都

市

を

め
ざ
し

て
|
』
を
政
策
理
念
に
、
市
政
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
年
度
に
は
、
大
貨
集
会
所
建
設
(
辺
地
対
策
事
業
)
な

ど

公

共

施

設
の
整
備
を
推
進
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
表
に
掲
げ
た
事
業
で
は
、
郵

便

局

の
簡
易
保
険
積
立
金
や
国
民
年
金
積
立
金
の
還
元
融
資
を
受
け
て
い
ま

す

。

大
洲
市
で
は
、
条
例
を
制
定
し
て
市

長
の
資
産
等
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
本

年
度
新
た
に
作
成
さ
れ
た
各
報
告
書
は
、

左
記
の
と
お
り
公
開
開
始
と
な
り
ま
す

の
で
、
関
覧
を
希
望
す
る
人
は
、
詳
細

お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
公
開
開
始
日

以
降
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

公
開
す
る
報
告
書
公
開
開
始
日

一

資
産
等
補
充
報
告
書

二

所
得
等
報
告
書

6
月
初
日

コ
一

関
連
会
社
等
報
告
書

公
開
時
間

平
日
の
9
時
j
ロ
時、
日
時

l
m
時
加
分

※
閲
覧
希
望
の
人
は
、
申
請
書
に
よ
る

手
続
き
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、

市

長
公
室
秘
書
係
包

@

2
1
1
1
(内
線

3
0
3
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

、ν

総事業費
平成10年度

事業名 資金融資額

(単位万円) (単位万円)

簡 柏木第4団 34，539 7，270 
易 地建設事業

保 辺地対策
26，079 11，840 険 事業

道屋敷簡易
14，915 5，200 

自水道事業

年医療器械器
4，017 4，000 金具購入時業

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V
キ
ル
ト
フ
レ
ン
ド

・

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
展

6
月
却
日
ω
1
7
月

4
日
田

V
後
藤
利
則

「
絵
馬
」
を
撮
る

7
月

6
日
ω
j
7
月
四
日
間

V
水
関
満
康
竹
細
工
展

7
月
却
日
ω
i
7
月
出
日
嗣

V
八
波
聖
子
グ
ル
ー
プ
展

「
日
本
画
・
絵
て
が
み
」

j
高
知
か
ら

1

7
月
幻
日
ω
j
8
月

8
日
間

※
営
業
時
間
四
時

1
口
時

最
終
日
は
日
時
ま
で
。

お
お
ず
赤
煉
瓦
館

含
@
1
2
8
1

大
洲
都
市
計
画
用
途

地
域
変
更
案
の
縦
覧

j
柚
木
・
北
只
地
区
の

用
途
地
域
を
変
更
j

平
成
十
二
年
度
を
目
標
に
、
四
国
縦

貫
自
動
車
道
が
松
山
市
か
ら
当
市
ま
で

整
備
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
当
市
か
ら

宇
和
島
市
方
面

へ
向
け
て
四
国
横
断
自

動
車
道
も
順
次
整
備
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
八
幡
浜
市
方
面
へ

地
域

高
規
格
道
路
(
豊
予
海
峡
ル
l
ト
)
の

計
画
も
あ
り
、
当
市
で
も
高
速
時
代
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
六
十

一
年
よ
り
整
備
が

進
め
ら
れ
て
き
た
柚
木
北
只
地
区
土
地

区
画
整
理
事
業
は
、
平
成
十
年
度
に
完

了
し
、
少
し
ず
つ
宅
地
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
薗
整
備
が
完
了
し
、
幹
線

道
路
で
あ
る
国
道
日
号
及
び
国
道
日
号

大
洲
道
路
に
挟
ま
れ
た
柚
木
・

北
只
地

区
の
一
部
(
約
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
を
第

一
種
住
居
地
域
(
住
環
境
を
守
る
た
め

の
地
域
)
か
ら
準
住
居
地
域
(
道
路
沿

線
に
ふ
さ
わ
し
い
業
務
施
設
等
の
立
地

と
こ
れ
に
調
和
し
た
住
環
境
を
保
護
す

る
た
め
の
地
域
)
に
変
更
す
る
用
途
地

域
案
の
縦
覧
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

【縦
覧
期
間】

7
月

5
日
間

j
7
月
四
日
間

8
時
却
分
j
U
時
(
土
・
日
を
除
く
)

【
縦
覧
場
所
}

大
洲
市
役
所
二
階

都
市
整
備
課

【問
い
合
わ
せ
先
】

都
市
整
備
課
都
市
計
画
係

宮

@
2
1
1
1
(内
線

2
4
7
)

図書館

七
月
新
刊
案
内

ニ
ッ

ポ

ン

秘

境

館

の

謎

田

中

聡

著

い
ま
、
い
の
ち
を
考
え
る
梅
原
猛
他
著

幽
霊
は
足
あ
と
を
残
す

小
池
壮
彦
著

「永
遠
の
少
年
」
は
ど
う
生
き
る
か

鈴

木

龍

著

虚
無
の
構
造

西
部

遁

著

神
の

眼

鳥

の

眼

蟻

の

眼

森

田

喬

著

〔関
西
〕
花
の
散
歩
道
津
口
哲
也
著

ユ
ダ
ヤ
人
陰
謀
説

D
・グ
ッ
ド
マ
ン
著

婆

力

B
・
ニ
ツ
カ

l
ソ
ン
著

生
涯
学
習
と
人
権
上
杉
孝
賓
ほ
か
著

近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
法
律

知

識

芥

川

基

著

子
ど
も
を
喰
う
教
師
た
ち
鵜
川
昇
著

ぼ
く
に
老
後
が
く
る
前
に
永
井

明
著

健
康
診
断
気
に
な
る
数
値
の
見
方

西

崎

統

著

な
ぜ
日
本
で
は
臓
器
移
植
が
む
ず
か
し

い

の

か

須

藤

正

親

ほ

か

著

が
ん
研
究
レ

l
ス

ロ
パ

l
ト・

A
・ワ
イ
ン
パ

1
グ
著

薬
の
あ
ぶ
な
い
飲
み
方
・
使
い
方

津

田

康

文

著

愛
媛
の
人
里
野
草
図
鑑
松
井
宏
光
著

百
六
歳
の
で
ゃ
あ
こ
う
ぶ
つ鈴
木
朝
子
文

川
の
歳
時
記

岡

村

直

樹

著

人
気
の
ハ

l
ブ
厳
選
叩
種
金
田
初
代
著

家
庭
菜
園
の
不
耕
起
栽
培
水
口
文
夫
著

や
す
ら
ぎ
の
ガ

l
デ
ニ
ン
グ
近
藤
ま
な
み
著

箱
館
戦
争
写
真
集
菊
地
明
・
横
田
淳
著

上

方

浮

世

絵

の

再

発

見

松

平

進

著

本
当
は
聞
こ
え
て
い
た
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の
耳

江

時

久

著

こ
こ
ろ
と
こ
と
ば
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン

倉

八

順

子

著

10 

女
流
俳
句
集

成

宇

多

喜

代
子
ほ
か
編

恋
う
た
|
和
泉
式
部
日
記
|
夏
樹
葉
著

い
ま
中
学
生
と
よ
み
た
い

川
の
詩

木
坂
涼
・
水
内
喜
久
雄
編

ガ

イ

ア

X
Y
伝

説

半

村

良

著

カ
ッ
プ
ル
ズ

佐

藤

正

午

著

墜

ち

た

鷲

森

純

著

合

わ

せ

鏡

津

村
節
子
著

マ
グ
ネ
ッ

ト

山

田
詠
美
著

銀

の

櫨

を

溶

か

し

て

高

里

椎

奈

著

坊

さ

ん

が

ゆ

く

竹

山

洋
著

東

京

城

残

影

平

山
書
三
郎
著

コ
ス

メ

テ

ィ

ッ

ク

林

真

理

子

著

御
堂
目
物
同
心
日
記

出
久
根
達
郎
著

一

月

物

語

平

野

啓

一
郎
著

淋

し

が

り

藤

堂

志

津

子

著

雪
山
飛

狐

金

庸

著

「
少
年
A
」
こ
の
子
を
生
ん
で
・

「
少
年
A
」
の
父
母
著

私
の
中
の
も
う

一
人
の
私
家
田
荘
子
著

貧

乏

だ

け

ど

賛

沢

沢

木

耕

太

郎

著

輝
く
中
年
の
星
に
な
れ
!
神
足
裕
司
著

「
や
り
が
い
」
見
つ
け
た
い
神
津
カ
ン
ナ
著

中
間
生
命
体

T
-ジ
ェ
リ
ッ
ツ
エ
ン
著

果
樹
園
殺
人
事
件

レ
ベ
ッ
カ
・

ロ
l
ゼ
ン
パ

l
グ
著

シ
ベ

リ
ア
ン
・
ド
リ
ー
ム
上
・
下

イ
リ

1
ナ

・
パ
ン
タ
エ
ヴ
ア
著

死
者
の
百
科
事
典
、
ダ
ニ

ロ・
キ
シ
ユ
著

七
月
生
涯
学
習
講
座
ご
案
内

古
文
書
解
読
講
座

「大
洲
藩
君
命
録
」
に
つ
い
て

講
師

芳
我

一
章
先
生

日
時

7
月
お
日
(
水
)

(
9
・・
m
i
n-
-却
)

場
所

大
洲
市
立
図
書
館

4
階

。
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い

。



7月号

(有)い の水道 設備

まま 24-2 2 1 6 

伊 予屋 住 設

ft24-2541 

(有)内田電気水道設備

ft25-2858 

岡福水道工事庖

ft24-3656 

(有)オクダ設備

ft25-4107 

大塚鉄工 所

ft25-0300 

(栂西 田 興産

まま 25-0211

神 南設備

ft25-4684 

中 央建設(掬

ft24-3556 

久保鉄工 所

ft26-0537 

惰)神田 鉄工 所

ft24-4122 

備)菊地浄化槽センター

合 25 -2 745 

城戸電業社

ft25-2944 

松浦建設(株)

ft25-5335 

側土居鉄工所

ft24-4519 

(有)ア サ ノ設備

ft24-0783 

(有)南予水道住設

ft25-1350 

佐藤水道庖

ft24-4410 

(有)星 加 水道設備

含 26-0020

上甲建設(欄

会 24-5914

広報おおず '99

7月4日(日)

7
月
は
青
少
年
を

非
行
か
ら
守
る
強
調
月
間

青
少
年
の
健
や
か
な
成
長
は
、
市
民

み
ん
な
の
願
い
で
す
。
大
洲
市
で
は
、

青
少
年
の
非
行
防
止
に
努
め
、
健
全
な

家
庭
づ
く
り
、
社
会
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

青
少
年
の
非
行
か
ら
守
る
強
調
月
間

で
あ
る
7
月
に
は

「育
て
よ
う
心
豊
か

な
大
洲
の
子
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
て

各
公
民
館
を
中
心
に
啓
発
活
動
を
行
い

ま
す
。
家
庭
や
地
域
に
お
い
て
も
「
あ

い
さ
つ

・
愛
の
一
声
運
動
」
を
進
め
ま

l
v
ト
品
、
「
ノ
。

中
学
校
卒
業
認
定
試
験

が
実
施
さ
れ
ま
す

病
気
や
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由

の
た
め
、
中
学
校
を
卒
業
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
人
に
対
し
て
、
卒
業
程

度
認
定
試
験
が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ

ま
す
。
【実
施
日
}
日
月
5
日
幽

【試
験
場
】
愛
媛
県
庁

【願
書
受
付
期
間
】

8
月
2
日
開
1
9
月
1
日
制

{受
験
手
続
き
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
先
】

7月3日出

-
愛
媛
県
教
育
委
員
会
義
務
教
育
課

合

0
8
9
・
9
4
1
・
1
2
1
2

.
大
洲
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

8
@
2
1
1
1

(内
線
5
4
1
)

こ
ど
も
絵
画
・
英
会
話
教
室

開
講
の
お
知
ら
せ

中
央
公
民
館
で
は
次
の
と
お
り
、
こ

ど
も
絵
画
・

英
会
話
教
室
を
開
講
し
ま

す
。
皆
さ
ん
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【対
象
】
市
内
の
小
学
校
4
1
6
年
生

【場
所
】
中
央
公
民
館

【受
講
料
】
無
料
(
た
だ
し
、
材
料
費

な
ど
は
各
自
負
担
)

【開
講
日
時】

平
成
日
年
7
月
i
平
成
ロ
年
3
月
の

第
2
・
4
土
曜
日
の
う
ち
で
叩
回
程

度
を
予
定
。
(
9時
i
U
時
)

※

7
月
は
日
日
と
白
日
に
開
催
。

【申
し
込
み
先
】

各
自
小
学
校
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

・ν
【問
い
合
わ
せ
先
】

中
央
公
民
館

8
@

3
1
6
1
 

愛
媛
県
身
体
障
害
者
体
育

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

5
月
日
日
間
、
松
山
市
の
愛
媛
県
総

7月10日出

7月11日(日)

合
運
動
公
園
に
お
い
て
、
第
お
回
愛
媛

県
身
体
障
害
者
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
洲
市
か
ら
も
選
手
日
人
、

応
援
加
入
が
参
加
し
、
各
競
技
に
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

参
加
選
手
の
成
績
は
次
の
と
お
り
。

選

手

名

競

技

種

目

順

位

上

甲

武

一

砲

丸

投
げ

1
位

向
井
八
重
子
砲
丸
投
げ

1
位

河
内

義
春
砲
丸
投
げ

1
位

後

藤

照

子

砲

丸

投

げ

2
位

大

石

晴

直

砲

丸

投

げ

2
位

西

田

徳

男

砲

丸

投

げ

3
位

松

中

良

砲

丸

投

げ

山
岡

頼
夫

1
0
0
m
走

1
位

中
川

健
走
り
幅
跳
び

1
位

水
元
芳
夫
走
り
幅
跳
び

2
位

水
谷
武
義
走
り
幅
跳
び

3
位

東

通

弘

ハ

ン

ド

ボ

ー
ル
投
げ

2
位

村
田
昭
雄
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

(順
位
に
つ
い
て
は
障
害
区
分
別
)

7月17日出

7月18日(日)

7月20日ω

館
同
室
田
町
凶
占斗+巾

図
書
館
は
大
洲
小
学
校
の
前
で
す

図
書
館
は
土

・
日
も
聞
い
て
い
ま
す

〔開
館
時
間
〕
九
時
i
十
七
時

〔
休
館
日
〕
月
曜
・
祝
日

・
毎
月
末

図
書
館
の
利
用
は
無
料
で
す

〔閲
覧
〕
一
般
閲
覧
室
、
児
童
閲
覧
室

と
も
に
三
階
で
す
。

ど
な
た
で
も
自
由
に
関
覧
で
き
ま
す
。

新
聞
は
二
階
で
す
。
(
愛
媛

・
朝
日
・

毎
日

・
読
売
・
産
経
・
日
経
・
デ
イ

〔貸
出〕

市
内
居
住
者
、
市
内
へ
の
通

学
・
通
勤
者
は
ど
な
た
で
も
借
り
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
一

人
三
冊
ま
で

十
五
日
間
借
り
ら
れ
ま
す
。

借
出
券
は

「受
付」

で
い
つ
で
も
作

れ
ま
す
。
(
「受
付
」
は
三
階
)

〔レ
フ
ア
レ
ン
ス

・
サ
ー
ビ
ス
〕
読
書

相
談
、
資
料
の
利
用
相
談
等
に
は
、

い
つ
で
も
職
員
が
対
応
し
ま
す
。

〔駐
車
場
〕
図
書
館
に
は
四
j
五
台
駐

車
で
き
ま
す
。
満
車
の
時
は
、
市
の

有
料
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

図
書
館
に
は
特
設
文
庫
が
あ
り
ま
す

〔矢
野
玄
道
文
庫
〕
近
世
国
学
の
史
料

手リ

案

内

用

7月24日目

7月25日(日)

7月31日出

と
し
て
貴
重
な
も
の
で
す
。

〔近
田
文
庫
〕

近
世
和
歌
詠
草
史
料
と

し
て
貴
重
な
も
の
で
す
。

〔三
瀬
文
庫
〕
蘭
学
・
西
洋
医
学
の
史

料
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
す
。

〔
萎
洗
記
念
文
庫
〕
韓
国
関
係
資
料

〔桝
山
文
庫
〕
図
鑑

・
辞
典

・
豪
華
本

〔
そ
の
他
〕
大
月
・
横
田

・
下
井
・
高

月
・
喜
多
・

七
五
三
・
桜
井
文
庫
な

ど
の
郷
土
資
料
が
あ
り
ま
す
。

蔵
書
数
は
約
七
万
六
千
冊
で
す

閲
覧
室
が
狭
い
た
め
、
古
い
本
は
書

庫
に
あ
り
ま
す
。
カ
ー
ド
で
調
べ
て

「受
付
」
に
言
っ
て
く
だ
さ
い
。

読
書
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

図
書
館
で
は
毎
月
読
書
会
が
聞
か
れ

て
い
ま
す
。

〔
ひ
ま
わ
り
会
〕
第
一
水
曜
日
、
古
典

を
読
む
会
、
会
長
後
藤
利
夫
氏

〔
さ
く
ら
読
書
会
〕
第
二
火
曜
日
、
話

題
作
を
読
む
会
、
会
長
稲
積
絢
裏
氏

〔
大
洲
藤
樹
会
輪
読
会
〕
第
三
土
曜
日
、

藤
樹
先
生
の
著
書
を
読
む
会
、
会
長

窪
祥

一
氏

〔プ
ラ
タ
ナ
ス
子
ど
も
読
書
会
〕
第
三

水
曜
日
、
紙
芝
居
や
絵
本
、
指
導
者

影
浦
み
ど
り
さ
ん
、
上
回
久
仁
子
さ

ん
、
石
崎
二
美
子
さ
ん

5月末までの

大洲市内の交通事故

死

昨年同期

129 

164 

5月末現在

114 

147 

2 

数

負傷者

者

件

11 



相
談
ご
と
案
内

'99 

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
利

用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
相
談
}

(
愛
媛
県
)

日
時

7
月
8
日

同

日

時
j

日
時

場
所
市
役
所
3
階
会
議
室

日
時

7
月
幻
日
同
日
時
j
日
時

場
所
市
役
所
3
階
会
議
室

{
人
権
相
談
】
(
法
務
省
)

日
時

7
月
日
日
同
日
時
1
日
時

場
所
菅
田
公
民
館

日
時

7
月
四
日
間
四
時
j
日
時

場
所
大
洲
市
役
所
2
階
会
議
室

急
ぐ
と
き
に
は
法
務
局
8
@
4
1
5

5
ま
で
。

【
心
配
ご
と
相
談
】

。
一
般
相
談
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

O
法
律
相
談
毎
週
火
曜
日

O
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談

包
@
5
6
2
9
(
直
通
)

関
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

時

間

叩

時

l
u
時
、
日
時
j
M
時

場
所
社
会
福
祉
協
議
会
相
談
室

(
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
l
階
)

{
家
庭
児
童
相
談
}

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

広報おおず

|休日|急|患|診l療|
7月4日 平田医院(若宮)

(日) n24-1200 

大洲中央病院(東大洲)

n24-4551 

7月11日 いんなみ眼科(田口)

(日) n24-0700 

大洲中央病院(東大洲)

n24-4551 

7月18日 西原耳医院(東大洲)

(日) n23-3366 

大洲中央病院(東大洲)

n24-4551 

かわばた産婦(東大洲)

合 23-1 103 

市立大洲病院(西大洲)

n24-2151 

7月25日 中村皮クリニック(新谷)

(日) n25-1112 

大洲中央病院(東大洲)

会 24-4551

[平日夜間の急患]

市立大洲病院(西大掛り

n24-2151 

加戸病院(若宮)

合 24 -5 101 

大洲中央病院(東大洲)

n24-4551 

場
所
市
役
所
高
齢
福
祉
課

{
行
政
相
談
】

(
総
務
庁
)

日
時

7
月
口
日
出

9
時
j

U
時

場
所
市
民
会
館
会
議
室

急
ぐ
と
き
に
は

含
@
5
6
6
0
(
政

所
)
ま
た
は
包
@
4
2
9
4
(
辻
)
ま
で

{
市
民
法
律
相
談
}

市
の
顧
問
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。
日
時

7
月
口
日
回

目
時
j

m
時

場
所
市
民
会
館
会
議
室

※
予
約
が
必
要
で
す
。
総
務
財
政
課
行

政
係

8
@
2
1
1
1
(内
線
3
2
8
)

【
社
会
保
険
相
談
】

日
時

7
月
5
日
間
、
ロ
日
同

日
時
l
M
時

大
洲
商
工
会
議
所

場
所

7月20日

ω 

担
当
松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

{
同
和
問
題
に
関
す
る
伺
で
も
相
談
}

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
隣
保
館
包
@
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
包
@
0
9
4
7

【
不
動
産
無
料
相
談
】

日
時

7
月
日
日
同

9
時
i
M
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

陶
上
田
喜
六
不
動
産

中
村
一二三

O
九
宮

@
4
4
5
2

【
青
少
年
相
談
電
話
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

g
@
刊
肘
μ
M
Vロ

【
ふ
れ
愛
ス
ク
ー
ル
相
談
電
話
】

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
に
関
す
る
ご

相
談
は
何
で
も
承
り
ま
す
。

日

時

毎

日
8
時
却
分

i
η
時

月・火曜日

日

木~日曜日

曜水

含
(
旬
日
本
的
心

担
当
国
立
大
洲
青
年
の
家

【
保
健
所
各
種
相
談
】

各
種
医
療
・
保
健
・
福
祉
相
談
に
応

じ
ま
す
。

V
難
病
医
療
相
談

日
時
毎
月
第
3
火
曜
日

日
時
1
日
時

V
精
神
保
健
福
祉
相
談

日
時
毎
月
第
3
金
曜
日

目
時
j
日
時

V

エ
イ
ズ
検
査
・
相
談

日

時

毎

月
1
・
3
火
曜
日

日
時
j

M
時

V
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談

日
時

7
月
幻
日
制

日
時
1
日
時

対
象
就
学
前
の
幼
児

(
4
1
6
歳
)

保健センターだより
合 23ー 0310

.乳幼児健康診査・

7月6日ω 平成11年 2月生※
7月21日(創平成9年12月生

7月27日ω 平成8年6月生
受付時間 13 :00~ 13: 30 

実施場所総合福祉センター 2階

持参品母子手帳・アンケート

パスタオル(※のみ)

4・10ヶ月育児相談.
7月5日(月)平成10年9月生

受付時間 9:30~10:00 

実施場所総合福祉センター2階

持参品母子手帳・アンケート

パスタオル

.健康相談・栄養相談.

7月26日(月)

10 :00~ 12 :00 、 13:00~15:00

実施場所 総合福祉センター 2階

持参品健康手帳(予約制)

。成人病 ・がん検診のお知5せ0
①成人病検診 ・結核検診 ・肺がん

検診・胃がん検診・大腸がん検診

②婦人がん検診

〈①及び②の検診〉

7月13日ω
五郎多目的研修センター

〈①の検診〉

7月15日(木)・16日幽

〈②の検診〉

7月19日(月) 八多喜連絡所

7月26日(月)・27日ω 菅田連絡所
受付時間は、健康チェックカレ

ンダーをご覧ください。

各種検診を申し込まれている人

には「問診票J1検査容器jを事
前にお配りしますので、必要事項

を記入の上、ご持参ください。

平成11年度の検診は各地区年 1
回にな りました。忘れないように

受けてください。

平野連絡所

12 

献血のお知らせ
採血車が巡回し もJ
ますので、ご協力 Q ('"l. 
をお願いします。 月~ノまこ

7月l日(木) ~'-jjl 

市立大洲病院 10:00~ 1 2 : 00

大洲中央病院 13:00 ~ 16:30

7月22日(木)

愛媛県建設業協会

10:00 ~ 16:00 

歯
科
検
診
、
は
み
が
き
指
導
、

フ
ッ
ソ
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

※
い
ず
れ
も
予
約
が
必
要
で
す
。

大
洲
保
健
所

念
@
3
1
6
5

内
'1'-:ァ

全T楽しい花火正しく使っ'c

もうすぐ夏の風物詩 『花火jの季節がやってき
ます。
子どもたちにとって、おもちゃ花火は楽しいも
のですが、おもちゃとはいえ、原料は火薬です。
使用法や取り扱いを間違えると火災になったり、
大ケガをしたりする恐れがあります。
花火をするときは、子どもたちに注意書きをよ
く読み聞かせ、正しい使用方法を守らせましょう。
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